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欧　米　視　察　雑　感

野 崎 弘

　　　　　　　　　は　し　が　き

　本文はリエージュ国際写真科学会議と題する予定だっ

た・原稿提出の約束の期日はすでに過ぎてしまったし，

会議で討論された内容は結晶の格子欠陥と転位論光学

増感，色素の分光吸収特性，ゼラチンとその化学増感，

感光の素過程とかなり沢山で一週間の会議中に配付され

たプリントとメモを見ながら，これらを詳細に批判検討

するためには，なお若丁の日時を要する．止むなく欧米

視察雑感と題してこれを第1報とし，本論は第2報とし

て次の機会に果たすことをお許し願いたい．

　ところが欧米視察談などはいまどきめずらしいことで

はなく，あまりたびたび聞かされるので何となくあきあ

きする性質のものである．あまり何度も聞かされるのが

嫌だから出てきたと述懐するある教授にも旅行先で出会

わしたことがある．およそ視察談で心をひきつけられる

ような面白味を感じたことは，正直なところほとんどな

い．平素卓越した識見をもって尊敬される人の視察談が

あるというので，この人の話ならばと期待してゆくとや

はり同様であるのが常である・なぜ視察談なるものは面

白くないか，それをっきとめるのも意味のないことでは

ないだろうと，まともに考えてみるに至ったのである．

ウェーク島

　欧米では訪問先からよく旅行の目的と期間のことをた

ずねられた．about　two　monthsと答えると，きまって

それは長すぎると即座に言われた．日本人はそんなに呑

気にしておられるのかと言わんばかりに，なかば羨しが

り，なかば時間の浪費をさげすむ態度に，後進国民や田

舎者につきものの悠長性を指摘されたような気がして，

気がひけたものであった．ところが2カ月たって日本に

帰ると会う人の中にはもう帰ったかという．海外の味わ

うべきものを味わわなかったのではないかと心配顔をす

る．昔の一世紀100年は現在の10年にひとしいという

ほど変遷の激しい今日である．特別の用務のない限り長

期間は必要でない．自分の専門分野の視察には観光と民

情視察も含めて45日もあればよいと思っている．

　Copenhagen　東京から12時間位でアンカレジにつ

いたのは明け方暗いうちである．日付変更線を逆に通り

しかも時間は経過しているので，日時はどうなっている

のか．薄暗い北極の明かりの中に雲がただよい，下はどこ

までも続く氷海と割れ目がみえるだけである．薄暗がり

から明かるい太陽が二度ほど出たように記憶している．

アンカレジから15時間位してコペンハーゲンに到着す

る．日付は東京をひるの12時30分にたって翌日のあ

　　　　　　　　　　　さ7時ごろである．見掛上18

・ズア＞tfJVスシカゴ，リーランド
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この雑感文をものする気になったのも一つはこのような

理由からである・読者のご検討を得れば幸いである．旅

行経路と視察の概要は次に述べるようなものである．

　　　　　　　　経路と見聞の概要

　経路は第1図に示すとおりである．国際会議のあった

のはベルギー・リエージュである・1959年9月4日羽田

を立ち，北極回りのSASでアンカレジをへてヨーロッ

パに入り，デンマーク，ドイツ，スイス，ベルギー，フ

ランス，イギリスと回遊した．その後スペイン，イタリ

ー，オーストリヤを回遊する予定であったが，日時の関

係上中止した．次にアメリカに渡り，ニューヨーク付近

とアメリカ中部にしばらく滞在し，その後ロサンゼル

ス，サンフランシスコを見物，ホノルル経由11月2日

羽田に戻って旅行を終わった．

コペントゲンアンカレージ

フランク

フルト

ミュンヘン

チューリッヒ

時間余りで来たことになる．コ

ペンハーゲンの街の中ホテルで

は北欧の情緒に初めてふれるこ

とができた．人々は旅行者に対

して余裕と好意をよせているよ

うに感ぜられた．パリであうよ

うな皮肉と冷淡はみられなかった．

　Mtinchen　ここでは皮革と膠の国際会議が開かれて

いた．日本皮革の人と同行したため入場して半日講演を

聞く機会を得た・老成した教授連が自己の主張で会場に

火花を散らす光景は貴いものに思われた．このほかにも

ミュンヘンでは純正と応用化学の国際会議が開かれてお

り，会場もわれわれが訪問したMax　Planck　Insti・tutの

すぐわきであった．

　ミュンヘンを訪ねたのが9月上旬であるが，夜は少し

肌寒い．ここは芸術とビールとヒットラーの発生地とし

て名高いが，自分はこの地方独特の気候風土に興味をも

った．Bavariaの大高原地帯の中央にあり，海からは遠

く，空気は乾燥して高原地帯特有のさわやかさがある．

ジャム類，肉類がうまく，人はよく食べ，よく働き，よ
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く遊ぶ．粗野の中にも気品がある．’k間がこの地方から

発生したのではないかと思われるほど快適なところであ

ろ．

　Zilrjch写真科学界で世界的に指導的地位にあるスイ

ス工科大学のEggert教授とここで2日間にわたって懇

談する機会を得た．Eggert教授はわれわれ学生の頃読

んだ緑色の表紙のPhysikalische　Chemieの著者である．

次囮の1962年の写真科学の国際会議はスイスで同教授

が主催するとい5．

　スイスは観光都市として名高いだけに確かに美しい．

山と湖水の整った臼然の美しさに加えて，珍らしくあで

やかな．1’1．花で公園はもちろん街金体が臼』られているほど

である．アメリカからも英国からも毎日世界中から観光

客がおしか1ナている．かれら旅行者に聞いても，歩き回

ったうちでスイスがmost　beautifulときまって咋えて

いた，

　しかし，わたくしは思うのである．景色の美しい：と

花で飾られていることは気分をやわらげ，アルプスを眺

めては雄大な気持にひたり5ることにおいては，旅行者

にはよいにちがいないが，実際そこに住んでいる人が果

たして幸福かどうかは別のような気がする，街の中を歩

いたり，ホテルでの感じでは，ここに永住したいとは思

われない．各国からの旅行者のもたらす財力によって物

質的には豊かであっても，気分的には落ちつかず，荒ら

された状態にあると思われた．ドイツのミュンヘンでみ

たようなしっとりとした素朴性と人間としてまた民族と

しての独特な味が，スイスにはうすらいでゆくのではな

いだろ5か．二れは国際都市の一つの運命でもある・

　Li邑geとBrusselこの旅行第一の目的である写真科

学の国際会議はリエージュで行なわれた．会場はMeuse

河のほとりの公園の中に建てられたPalais　de　Congres

である．これは近代感覚をとり入れた広荘豪華な建物で

ある．ロビーの長さが100mあり，これに黄色いじゅ5た

んがしきっめまわりは，空色クリーム色で配色し明かる

くしかも重厚味がある．国際会議の雰囲気を出すのに十

分である．今回は23力国から出席者があった・この国

際会議ethth，史が古く70年前の1889年パリで開かれた．

それから今回が第16回目となっている．このような経

年の会議なので発表は新しい応用的なものはなく，写真

感光にっいて純学術的討論が会の大部分を占めていた・

Mitchell氏の感光理論というのがあって，これに英国の

Kodakの人達が反対を述べ，またMitchellが逐一まじ

めな態度でこれに答えていた．この会議には白分も感光

について新しい考え方を提出した．これに対して若干の

人，特に仏系の人から興味と賛同の言葉を得た・1週間

のあいだ土曜日を除いて毎日パーティーがあり，各国の

学者がくつろいで話をすることができる二とは学術的討

論もさることながら各国入のありのままの姿や目標がよ
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くわかって極めて有意義な二とであった．ドイツ人は実

証主義で空論を好まない．フランス人は新奇性のアイデ

アに注目する。アメリカ人は実利主義で国際会議の出席

は儀式のように考えて出席者も人数を殿小1艮におさえて

いるとのことであった．

　ベルギー人の体の大ぎさは日本人と同じ位である・写

真1はリェージュ

の近くのACEC

の電気機械工場の

研究所を訪ねた時

のDetz博士であ

る．街には落花生

や貝類などが目に

つき，千葉県を思

い出させた，気僕

のためか，住宅が

石造やコンクリー

トで「塗気くさい．

レストランでも外

見は住宅と区別が

つかないような造

漿麟灘

潔麟・　羅

雛灘．醐

羅

写真1　Dr．　Detz（ベルギ＿）

りで内部は中国趣味的なものもあること力感ぜられた．

よくみかける風景ば道路に而した場所に椅子を持ち出し

道行くJyを眺めて数時間も没念と一杯のコーヒーを飲ん

でいるさまである．かれらの本心が何であるかは確かめ

たわけではないが，密閉式生活のpm　「1から開放されたい

ためと，他人の生活を眺めて自己満足の安心感をうるた

めであると解釈された．言薬は英語は住民にはほとんど

通じない，ドイツ語の変1ヒしたようなFlemishと仏語で

ある．民族もデルマン系とラテン系の2種からなるとい

う．独逸と仏国の両大国に近く，大戦の憂目を味わって

いる．鉄・石英・銅の工業生産があるためか，街は活気

があるが，ベルギー特有の性格がどこにあるのか物足り

ないようにも思われた．

　Parisパりを訪ねたときは，機械工具類の国際見本

市があったため，工場見学，観光バス，エアターミナル

と実によく日本入に会った．日本」、に出会わすproba・

bilityはこの650万人の大部会では0に近いばずなのに

よくもこんなに会5のは，どういうわけかと考えてもみ

た．ロンドン，；rヨークでも同様のことがあった・

職業や用件も同じだというのであれば，同じ所で出会う

のも考えられることだが，職業とか用件とかはまったく

別で，予想もしない所で出会うのである，これはIO’°

とか10n個の粒子の中から，　ごく少数の異物質を別な

所に集めるということは半導体精製などで．よくやられる

ことであるが，二れと類似の現家が大都会というるつぼ

の中で行なわれたのだと解釈された．これはどうであろ

うか．
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写真2　ルノー工場見学（パリ）

　ルノーの工場見学をした．写真2はそのときのもので

ある．アメリカのデトロイドでも同じような自動車製造

工場フtHドを見た．延々と続く流れ作業で多数の労働

者が汗と油にまみれて労働に従事している．何もめずら

しいことではなく，いずこも人間働かざるべからずは同

じようである．

　フランスでは19世紀の前半位までの間に傑出した．人

材，芸術家，哲学者は出っくしたといわれる．絵画彫刻な

ど美術品は至る所に豊富であるが，センスがないためか

感興がわかない．建物全体が煤煙ですすけてきたない・

街は改造しようにもコンクリートの永久建築でうずめら

れ，変え得ない状態にある．物価は高く，夜の遊覧も値

段の割合に実質がともなわないので，みながっかりする

という，ただ一っ感心したことはフランス自体独自の性

格を根強く保持していることである．封建的性格がフラ

ンスの支柱背骨になっているともいわれる．街では英語

ドイツ語はほとんど通用しなかった．

　Londen　型．i頃り観光バスで見物した．街の建造物，

交通機関，郵便局，警察など日常目にふれるものだけで

も日本との類似点が非常に多い．日本は明治時代にイギ

リスを先進国として見習って，これをとり入れたことが

直ちにわかった．感心したのは健康な者は誰もが働ける

ように社会機構ができていることである．老婦人がいか

にも満足げに若いものの問にまじって働いていた．イギ

リスでは実質的で無駄がない．この点旅行者に冷淡であ

り，浪費性を希望しているように見えるフランスに比べ

好感がもてた．

　工場見学は電子写真関係のRank・Xerox社とアルミ＝

ウム会社のBritish　Aluminium　Co．とである．前者では

CoPy　flow　machineの試侑こ力を入れていた．大きなセ

レンのドラムのCoatingが機械の主体をなす．工業用図

面など35mmのフイルムにしまっておき，必要に応じ

て70c皿x60　cm位の大きさに容易に引き伸ばし複写が

でぎる．紙は透明紙でも何でもよい．

　B「itish　Aluminium社の方はロンドンのMarylebOne

駅から汽車で40分ばかりかかる　Gerrards　Crossとい
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　　　　　写真3　Dr．　Ransely（ロンドン）

うところにある研究所を訪ねた．Dr．　Ranselyとい5ア

ルカリァルミニウム合金や，Al中の水素およびその他

のガス分析などを専門に研究している部長が終日研究所

を案内してくれた．写真3はそのDr．　Ranselyである．

自分はアルミ＝ウム電解のアルカリの影響とかアルカi；

グラファイトの研究をしていたので，話がよく通じた．

研究所はChalfent　Parkといわれる大庭園の中にあり建

物があちこちにあって，それぞれ別な題目を研究してい

た．Alの腐食とか表面処理部門では当前所長の瀬藤先

生の名前が出て，アルマイトでは日本から特許を買った

とのことであった．こちらからの質問にこたえてラジオ

アイソトープも利用してA1電解の電流効率なども測定

したといっていた．

　New　Yorkおよびその他のアメリ力　ニューヨーク

は天を摩す巨大なビルディングが林立し，昼なお暗いピ

ルの谷間の連続である．人間界に何の必要あってこんな

魔物的建造物を建てたか．マンハッタン島特有の岩盤

地帯に恵まれたといえ，アメリカ人およびアメリカの容

易ならぬ規模の大きさを示す動かぬ証拠をっきっけられ

たものと認めざるを得ない．白人・黒人世界各国の人種

がはげしく活動している．われわれ東洋人も劣等感は少

しももつ必要がない．劣等感をいだかせる暇のないほど

活動的である．その活動の流れに従うほかはない．時間

がくれば腹がへろうがへるまいが，食事がうまかろうが

うまくなかろ5が，そんなことは構わない．機械的に腹

の中に食物を押しこんでおく．すべてがこういった具合

で，まずこれが；rヨークの印象の一っである．しか

し単なる鳥合の衆で，この巨大な；ユーヨークができる

はずがない．そこにアメ1ノカ人およびその組織力のスケ

ールの強大なることを率直に認めてよいだろう．

　話は飛ぶが，サンフランシスコでアメリカ在住51年

間になる国府田敬三郎氏の案内で，例の金門橋を見たと

き，氏はつくづくわたくしに述べていた．「この橋の長

さは約3k叫使用鉄材は10万tを使っている．しかも

この橋をかけた海峡は湾内の潮の満干でたえず大変な急

流となっている．湾内の重罪人をおく島から泳いで，こ

、
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の対岸にたどりついた人はいまだかって一人もない．こ

れほどの大工事をなしうる国にむかって日本のような小

国が手向かうとは何たる常識のなきことか」と歎いてい

た，

　ニューヨークではニューヨークの大学のKallmann教

授研究室とコロンピァ大学の鉱山学のKellogg教授研究

室をたずねた．前者はSelid　state　physicsの研究室，後

者はTi，　Zr製錬の研究室である．両大学とも街の中に

ある．Kallmann研究室のごときはビルの8階の窮屈そ

うな所でやっていた．

　およそ大学の研究室は，欧州，アメリカ，日本を問わ

ず，メーター類，オッシログラフ，記録計が並べられて

おり，その様子はどこも同じである．それでいて各研究

室がそれぞれちがった研究成果を生み出してゆく・この

ことは着想とその実行力が重要なファクターとなってい

ることを物語るものである．ボストンのMITでも窯業

研究室と電気化学研究室と電子計算機室とを見た・研究

はあるアイデァが生まれるとそれを強引に実行するとい

う，

　Washington　ワシントンは公園のような街である．

National　Bureau　of　Standardsを見学した．溶融塩の単

極電位を測るための隔膜の研究などが印象的であった，

　Rochester　この街はアメV力五大湖の一つのOntario

湖の南岸にある．ここは写真界で世界に君臨するKOdak

社がある．研究所のT．H．　JamesおよびF．　Urbachを

訪ねるべく予定されていた・午前と午後1日中研究所の

中を引き回された．朝9時に研究所に入って夕方5時近

くに終わった．結晶生長，色素合成，臭化銀の電子と陽

孔の性質，たとえばライフタイムのようなものの差異，

現像における電場の影響など，その他を見せられ討論・

懇談した．

　翌日XerograPhyの本家Haloid社をたずねた・Haloid

では技師長H．E．　Clark，特許保有者C．　F・Carlsonと

懇談した．連絡世話係はRHadinghamである．

　Hadingham氏は，日本に二度もきたことのある英国出

身の紳士である．旅行中最も親切にしてくれた人達の一

人である．技師長Clarkは日本のbusinessの発達に非

常な関心をよせXeroxの市場調査に詳しいようであっ

た．HaloidではSeの蒸着（ただし実験室的なもの〉，

Powder　Cloud法による現像，　Seの光吸収および光電導

の研究室，Xerographyの印刷への応用研究室の案内を

5けた・英のRankよりはすべての点で先へ進んでい

る．RankではHaloidの技術を追いかけるのに精一杯

の感じであった．

　Cle▼elandは合成ゴムのGoodrichの研究所，塗料の

Glidden社およびCase大学を訪ねた．ここは米国中部

のなかなかの工業地帯で，一般住民もかなり豊かである

という．したがって人気もよいとのこと．
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　クリーブランドから1時間余自動車で走ってブIJック

ビルの広潤な地にGoodr正chの研究所が建てられてある．

ゴムの練りまぜから各試片を作り，「cの物理的や機械的

性能の試験充填物質の研究，シリカ，カーボンブラック

の研究，電導性ゴム，Radiationによるゴムの変化また

は加硫促進など相当規模の研究が行なわれている・月ロ

ケットなどのパッキングに使用する耐圧耐熱ゴムを別棟

で研究しているとのこと．大部分室内は廊下からのぞい

て見るようになっている．2時間はたっぷりかかった，

共通に使う製氷器は廊下においてある．ビーカーや試験

管洗いの専門の人がいた．試薬室，特許文献室もあっ

た．会社の研究所としてのモデルケースを見たような気

がする．有意義であった・

　Glidden社は塗料の製造工場を見せてくれた・100年

前からやっているラッカーの煮っめからポリスチロール

の最新式の合成樹脂塗料まで沢山の種類があった．工員

一人で全工場にスチームや電力を供給しうる能率のよい

動力室を自慢していた．

　次にCase大学であるが，等級をつければここは米国

全体でBクラスの上位のところにあるらしい．学生も事

務員も活気があった・昭和20年東大応化卒の中島伸之

氏がCase大学につとめていて，ポリマー溶液の粘度に

関する研究をしていた．留学の希望者があればどしどし

よこしてほしいと依頼をうけた．帰国後一人を紹介した

ら，あっさりCaseに行くことが決定された．

　デトロイト，シカゴ，ロサンゼルスおよびサンフラン

シスコについては，今回は紙面の都合上省略する・ただ

前にも出た国府田敬三郎氏にっいては，ちょっとふれて

おきたい．現在サンフランシスコに住み農場を経営し，

米その他の農産物を作っている．King　of　Riceといわれ

る位沢山の量の米を作っている．米の種子は飛行機でま

く．あつでにまいて雑草などが出てもまけないようにす

る．写真4は，わたくしを案内したとぎの国府田氏であ

る．氏は米の生産だけでなく米人の排日運動に抗して，

日本人のために移民法，土地所有にっいての加州法案，

民権の獲得にっいて81才の老骨を引っさげて奮闘して

写真4　国府田敬三郎氏（サンフランシスコ）
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いる・アメリカへの日本人移民は1952年には185人許

された・いまは6000人の枠になっている．これを年3

万人の枠にまでひろめるべく努力しているとのことであ

る．

考察と結論
　訪問都市の各論的記述の後に，もう一度ふりかえって

横からみた一般論的考察をしてみたい．留学と視察談は

専門以外の話は誰がやっても一一般に低調である．その原

因をつきとめることは留学や視察の本質にふれるものと

の予想で本稿をものする気になったことはすでに述べた

ことである，

　先般海外留学とか視察の経験者ベテラン6人が集会し

た．これらはわたくしを除いては，いわゆる日本の第一

線の研究者，企業家である．ところが専門以外の話では

型通り極めて低調であった．ニューヨークではアストリ

ヤホテルに泊まったとか，食事がうまいとかうまくない

とか，どこどこのバーに行ったとか，たわいもない話に

終始してしまった．

　一方海外旅行なり，海外留学や視察は有意義であると

の一般的観念があることも否定できないことである．一

昨年の忘年会であったか，所長の年中行事の回顧にわが

生研から今年度は10数名の海外渡航者があったと報告

されたことがあるのを記憶している．このことは海外渡

航を所として重要な行事とみなしている一つのあらわれ

でもある．今回生研の教授，助教授でどの位海外旅行を

しているかの統計をとってみたら，ちょうど経験者は，

35名で半数となっている．日本での一般海外旅行者はど

うなっているかというに，年間を平均して1日100人が

羽田を飛びたっている．このうち南方諸地域，低文化の

後進国にゆく人とか，学生，外交官，在外商事会社の赴任

の人を除くと，1日約70人の人が先進国への旅行者で，

これがいわゆる産業界および政治家の海外視察，学者の

国際会議出席のための人である．この人たちが外国で消

費する金が年間約250億円と推定されており，旅行業者

が10数者あって，これを取り扱っているのである．

　1日70人という数は，先進国の海外渡航者の数に比

べ，また全人口の比率からいっても多いようである．会

議に出席するにしても，先進国ほど出席者は少ない．海

外旅行者の多いことは日本の後進性の標示であるとさえ

思える．

　“方，日本建設のための一一つの投資となるなら差し支

えないとか・個人でも教養という無形物への投資となる

から有意義だ．行く行かないは問題外で，これを利用す

る大の心構えが大切だと議論はつきない．以下は著者な

りに考えた海外渡航の価値論である．

　言葉や皮膚の色の異なる白入，黒人の問にあってホテ

ルにとまりジ交通機関をもちいて旅をするといろいろな
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感じが湧き出てくるものである．詩入のようなゆとりの

ある気持にはかなり遠いものとなる．人種のちがいに出

会っては政治家的，人種学者的探究心を起こさしめ，お

金の交換では経済学者，言葉の違いでは言語学者に不便

の解決を望みたい気分に追いたてられる．

　ふだんなら何でもないことが重要なことであることが

わかってくることがある．その一っにサー一ビスというこ

とがある．自分がまず他人の厄介にならなければどうに

も身動きができない．自国では自分がサ・・一・ビスをうける

と同時に他にサービスを与えているため，両方が相殺し

てその重要性に気がつかないのかも知れない．よく考え

てみると人は生まれてから死ぬまでサービスをうけるた．

めに生まれ，働き，サービスにあけくれて生涯を終わる

とも言える・発明，発見もサービスを与えるためであり

うけるためである．奉仕する奉仕されることは人間生活

の幸，不幸に重要な要素となっているようだ．前に述べ

たアストリヤホテルに泊ったなどと話題になるのも，あ

る高度のサービスをうる機会を得たという人間的幸福を

得たかどうかということで問題にされたと解釈すればよ

うやく理解できることである．ところがこれを国内で考

えると理解できないことが多い．たとえば日本でならた

どえ1日5万円の宿賃をはらって泊まったとしても話題四

とはならない．むしろそれにつきまとう何かの非合理性

をさけるため話題としない．

　人間的幸福感満足感につながりをもつものは，何もサ

ービスだけに限らないであろうが，この例をもってして

も，国内と国外とでは幸福とか満足を構成する要素の尺

度が異なり，機構が異なるのであるとの結論をみちびぎ

うるのである．幸福とか繁栄のためのこれを育成し刈り

取る地盤が国外では簡単に得られないのである．うまい・

酒を飲んだといった感覚的なもので永続的安定性のある

幸福をうることはむずかしいのである．技術導入とか新

知識の交換を除けば，視察談は面白くないという理由が

こんなところにあるのではないかと結論するのである．

以下くどい説明は不必要であろう．

　さて，そこで人間の幸福感満足感は国外でうることば

むずかしく，それを得るためには自国で発達育成をはか

るべきことを述べたが，各国を歩いて感ずることは国に

よって個人によって，その条件に等級があるということ

である．その条件とは何かということを次に問題にした

し・．

　結論的には極めて平凡なことになるが，国または個人

においてそれぞれ特殊性とか独自性を保持し，高めるこ

とおよび富，技術知識のレベルを高め獲得することであ、

る．前者を国または個人の特異性と呼び，後者を普遍性

と呼ぶことにする・この特異性と普遍性の二つの条件を

具備したものが高度の国ということができる．どちらか

一方が欠けても満足なものではない・両方の条件がそろ
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って国または個人をして文化国家と繁栄にみちびき，や

がて幸福へとみちびくことになる．たとえぽユダヤ主義

のように財力技術万能主義，つまりこの場合は普遍性だ

けを強調した場合となるが，これだけでは満足感は得ら

れないようだ．心の底に淋しさがただよっている．ハン

ガリーから追われて，ベルギーとかスイスに流れ込んだ

ユダヤ人に直接会って話をしてみても，そのことがよく

わかった．それから特異性がなくなって亡びた国は多数

歴史の示すところである．特異性といっても，いろいろ

含まれるが，言葉のちがい，皮膚の色，貨幣，その他文

化や地理的条件も含まれよう・民族の盛衰興亡の歴史を

たどってみると，他民族の文化を模倣したり，混血した

りしている場合が決定的に多い．これは文化の模倣と混

血によってその国および個人の特異性が失われ，これが

滅亡へと導いたためと考えられる．このことから考えて

日本が米国の第51州になったらよいなどということが

相当の識者の議論を耳にしたことがあるが，これは便宜

主義であり，当幸福論繁栄論からいうと不合格である．

一方，日本語は西欧語と比べ配列発生の経路がまったく

異なっていて，普遍性の寄与からいうと不便極りないと

も考えられる．しかし日本自体の特異の文化を発達させ

るという前述の特異性の寄与においてはかえって有利で

ある．いわんとすること聞かんとすることの意志の伝達

は何らかの方法で果たしうれば文字といい発音といい特

異性のある国語として発達せしめるのがよいとの答がで

てくる．

　さてこのように国または個人の繁栄と幸福の基礎とな

る2大要素特異性と普遍性のそれぞれをどうしたらレベ

ルと内容を向上充実せしめうるかである．

　その方法はいくっかあろうが，ここでは各国を歩いて

感じたことの一っを述べる．それはそれらを生み出すた

めに新しい環境とか組織を作るということである・先進

国ではこれが非常にうまい．後進国ではこれが下手であ

る．気がっかない場合もあり，その能力のない場合もあ

る．あるいは環境とか組織とかは一挙に達しうるもので

なく，階段的に進むものなのかもしれない．ともかくこ

の点に優劣がある．

　平凡なことだが，研究室，実験室を清潔にさらに部屋

の色彩調節をすることは仕事の質および能率に対して一

つの環境を提供したことになる．やはりこれは大きな影

響をもっていることは否めない．会議の結論も円卓か雛

壇式かによってことなってくる．生物的人間として能力

に大きな差はないはずで差があるとすれば，新しい物，

考えを生み出すための環境雰囲気とか組織を作るセンス

に差があると思える．

　次は食物のことである．平凡なことであるが，毎日摂

取するものであるから体質改善には大きな影響がある・

西洋人の子供は愛くるしく，皮膚の色もきれいである．
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これが大人になるとほとんど例外なくきたない・特に老

衰のしようは女の人がはなはだしい．24～25才を過ぎる

と日本でいう婆さん型となる．この原困は何といっても

強烈な肉食をする関係と思われる．気のせいかも知れな

いが，エレベーターなどで前にのった人の首すじを見る

と，白く光った毛の下に赤味がかったざらざらした厚い

搬のある皮膚は豚の体皮そのままである．かれらは肉を

食いすぎるのではないか．特にドイツ，スイスなどで彼

等の肉のたべる量はすざまじいものに思われた．一一方日

本人はあまりに炭水化物に偏しているように思われる・

この結果胃病と高血圧が多いのではないか．肉食者には

胃病と高血圧は少ない．そのかわり心臓病は多いようで

ある．

　最後に，海外留学生と海外研究者についての感想であ

る．予想外にみな窮屈な生活，きりっめた生活をしてい

るというのが実状であることが今回の旅行でわかった．

ドイツは幾分良好，一一es苦しい状態におかれているのは

フランスではないだろうか．アメリカがドルにしては一

番たくさん貰っているが，それといえども全体の高度の

消費生活の中でゆとりなどあろうはずがない．初めの1

月か2月はよいとしても，ドルの枠で長い間物理的条件

でおさえられると自然と気持の上で延び延びとした気分

にはなれないのではなかろうか．フランスだったか北海

道から彫刻を習いに船と汽車で四，五日前に到着したと

いう態度にいたく好感のもてる青年に会った・向学心が

フランスの物価高で歪められないことを祈っているもの

である．

　さて，困難な状況においても最新の技術なり知識が修

得できるとあれば結構なことであるが，さらにここに検

討すべき問題がある．それはかれらの従事している研究

題目とそれの取扱い方である・磁石なら磁性の本質を研

究させ，これを応用までもってゆくような機会が与え

られているかというに，その点必ずしも満足でなく，

elementary　processだけをやらされ，応用の部分はアメリ

カの自国人の手でなすという仕組らしいとうかがえたの

である．すべてを調べつくしたわけではないから一概に

はいえないが，この点一考を要することであろう．

　しかるに基礎から実用化まで一一貫してなしうる，また

それを目標とするわが東大生産技術研究所は時代に適応

した理想的な研究所というべく，そこに勤めうるものは

研究者として幸福であるということができよう．

　終わりに，この欧米視察の機会を与えられた日本学術

会議，日本写真学会，科学技術庁，また旅行の便宜と費

用について援助をよせられた内外の諸会社団体および各

位に対し厚く御礼を申上げる．　　　　　（35、4．13）
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